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研究リーダー 福本康秀（九州大学マス・フォア・インダストリ研究所）

社会実装に向けた取り組みと研究テーマ概要
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持続的共進化地域創成拠点
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持続的共進化地域創成拠点
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3福岡市実証実験フルサポート(2020～)

別の目的地に移動する大勢の人々

photo courtesy of www.pxfuel.com

混雑と賑わいをどのように区別するか？

川端夜祭@ 川端商店街
http://www.hakata.or.jp/news/4008/

本COIが目指す社会変革の例
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我々が解こうとしている社会課題と研究開発

研究開発テーマ 解くべき社会課題 社会課題を解く意義 解くためのアプローチ

エネルギー 変動の多い自然エネルギー中
心の社会への変革における変
動への効率的対応

・夏には太陽光発電の供給が
オーバーしてしまう九州

・火力発電削減の状況下での
エネルギーの効率利用

・発電消費のドメイン知識の
駆使、数学的なアプローチ
による需給最適化

・水素による大容量電力保管

モビリティ ・老齢化によるニュータウン
の交通問題、免許返納

・異種交通の接続不便

・70年代ニュータウンの老齢化
による交通難民発生

・交通弱者でも目的地ヘ確実に
到着できる利便性

・地域ぐるみの新交通手段
・事業者との連携による情報
の一本化による効率化向上

情報科学 ・健康のため、まちの活性化
に不可欠な賑わいの喪失

・不要な混雑の緩和
・ソーシャルディスタンス

・弱者の社会参加を促して経済
活性化

・スムーズな人の流れの創出
・With コロナでの安全な外出
方法の提供

・低コストの徹底的ミエル化
による原因追及と予測

・人の自然な行動を誘導する
各種ツール群

産業数学 ・上記の課題における複雑
困難な分析や最適化

・「なぜ」の解明

・正解への短時間での到達
・社会実装に向けての納得感
の醸成

・アンケート集計、分析の
効率化

・統計（非機械学習）的アプ
ローチによる「なぜ」の理解
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誰もが同じような公共交通による移動をサポート

Universal MaaSに向けてのANA×京急×横須賀市×YNU連携を開始

目的：移動制約の有無に関わらず、誰もが同じように公共交通で出かけられる社会の実現

→ ICT とアプリ活用で複数の交通事業者が協調し、一人一人の移動をよりスムースに。

車いすユーザーが公共交通で移動する場合の課題と展望
Universal MaaS のコンセプト

2020年2月7日
社会実装に向けた連携開始の取
り組みをプレスリリース
(ANA×京急×横須賀市×YNU)
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Withコロナ時代の見守り・賑わい創出

● 車内の混雑（環境）を計測

✔WiFi probe → 混雑度

✔CO2 → 換気度

昭和自動車の
バス50台に設置

CO2濃度とWiFi Probe数（混雑）の推移

バス車内1,000ppm以下で安全に運行

ー CO2濃度（ppm） ■ WiFi probe数（1分値）

混雑密度だけでは計測できない「まち
の賑わい」を可視化

来訪者属性を検知
（性別・年代・
マスクの有無）

人の行動による
興味分類

商店街

今後様々な状況での評価を開始
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エネルギー地産地消の成果と社会実装

•
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当日前日
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翌日日射
量予測
データ入

手

0:00 6:00 12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 18:00 0:00

当日日射
量予測
データ入

手

当日日射
量予測
データ入

手

発電計画
の
通告

前日予測に基づく発電計画の
策定

当日予測に基づく発電計画の
修正

需要側機器による予測誤差調整

HP給湯器、
の外部制

御

日射予測に基づく昼間沸上台
数同定

沸き上げ時間の計画の策定 外部制御によるインバランス
調整

昼間沸
上

夜間沸
上

10:0
0開
始

12:0
0開
始

14:0
0開
始

余剰電予測

給湯器制御

ヒートポンプ制御を用いた制御アルゴリズムの実証
約40％の経済的効果を確認

水素STｼﾐｭﾚｰﾀに
よる国内配置検討

⇒水素インフラ普及に活用

人口分布や交通量等のビックデータを
活用した水素インフラ評価シミュレータによる
効率的な水素インフラの配置を評価中

水素ST合同会社が利用開始へ
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産業数学のトピック

▶エネルギー
■ 統計学を利用しての需給予測で「納得性の高い」需給予測を提示

⚫ 一般には深層学習を利用しがちだが、それでは理由・意味が説明できない

▶モビリティ
■実証実験の結果のフィードバックに必要なアンケート集計の効率化

⚫ 通常はデータアナリストが長時間かけて行う因果分析を自動で絞り込み、極めて短時間
で因果分析を終了

▶見守り
■人流のスクリーンショットではなく、動きの予測を含めた分析

⚫ 次の人流見える化への打ち手を絞り込み、ICT見守りの低コスト化に貢献

数学者の参画により成果がより高度化、低コスト化した
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九州大学GIC
（グローバルイノベーションセンター）

産学連携支援部門

自律的イノベーションプラットフォーム構築に向けて

②新しいイノベーション創出拠点

産学官連携支援部門
シーズとニーズのマッチング
学理のインキュベーション

③多様な学部学科との連携
・イノベーションデザイン（芸工）
・テクノロジーと人間（共創学部）
・難解なAI問題（数理＆情報）
・IoT農場（農学＆情報）
・人間性とELSI(人文)

共同研究部門
企業研究者等のクロアポ連携企業

現GIC組織

共同研究大学

企業

福岡県
福岡市

競争的獲得資金
国の支援

COI
終了後

ソフト
ウエア

労力や現物の提供

装置

（MHPS製）大型燃料電池
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プログラム
特別講演
「FUKUOKA NEXTの取組みについて
~福岡市を次のステージへ~」
中村英一様(福岡市副市長)


